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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記を備える方法：
　ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中のデバイスからダウンリンク割当てを
受信すること；
　前記ダウンリンク割当て中で指定されたリソースを介して、前記ワイヤレスネットワー
クにおいてサービスされるデバイスから送信されたアップリンク送信を取得すること；
　前記アップリンク送信の１つまたは複数の態様に少なくとも部分的に基づいて、前記サ
ービスされるデバイスを識別すること、
　利用可能な送信電力の一部分を使用して、アップリンク再送信タイムスロット中に、ピ
アツーピア通信をピアツーピアデバイスに送信すること、および
　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、前記再送信タイムスロット中に、前
記アップリンク送信を前記サービス提供中のデバイスに送信すること。
【請求項２】
　前記サービスされるデバイスの識別情報をインターフェースまたは異種ネットワーク構
成要素に提供することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サービス提供中のデバイスから前記アップリンク送信のための再送信通知を受信す
ることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記ピアツーピアデバイスが前記サービスされるデバイスと同じデバイスである、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービス提供中のデバイスがアクセスポイントであり、前記サービスされるデバイ
スがモバイルデバイスである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　下記を備えるワイヤレス通信装置：
　　モバイルデバイスのためのアクセスポイントによって送信されたリソース割当てを取
得し、
　　前記リソース割当て中のリソースの一部分を介して前記モバイルデバイスから前記ア
クセスポイントへのアップリンク送信を受信し、
　　前記アップリンク送信の１つまたは複数の態様に少なくとも部分的に基づいて、前記
モバイルデバイスを識別し、
　　前記アップリンク送信の再送信と送信電力を分割することによって、アップリンク再
送信期間中にピアツーピアデバイスと通信し、
　　前記分割された送信電力の残りの部分を使用して、前記再送信期間中に前記アップリ
ンク送信を前記アクセスポイントに送信するように構成された少なくとも１つのプロセッ
サ；および、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリ。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記モバイルデバイスの識別情報をインターフェ
ースまたは異種ネットワーク構成要素に提供するようにさらに構成された、請求項６に記
載のワイヤレス通信装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記再送信期間中に前記アップリンク送信を前記
アクセスポイントに再送信するようにさらに構成された、請求項６に記載のワイヤレス通
信装置。
【請求項９】
　前記ピアツーピアデバイスが前記モバイルデバイスである、請求項６に記載のワイヤレ
ス通信装置。
【請求項１０】
　下記を備える装置：
　ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中のデバイスからダウンリンク割当てを
受信するための手段；
　前記ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信された、前記ダ
ウンリンク割当てに関係するアップリンク送信を受信するための手段；
　前記アップリンク送信に少なくとも部分的に基づいて、前記サービスされるデバイスを
識別するための手段、
　少なくとも部分的に、送信電力を分け合うことによって、再送信期間中にピアツーピア
デバイスと通信するための手段、
　前記分けられた送信電力の残りの部分を使用して、前記再送信期間中に前記アップリン
ク送信を前記サービス提供中のデバイスに送信するための手段。
【請求項１１】
　前記サービスされるデバイスを識別するための前記手段が、前記サービスされるデバイ
スの識別情報をインターフェースまたは他のネットワーク構成要素にさらに送信する、請
求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記サービス提供中のデバイスから再送信通知を受信すると、少なくとも部分的に、ピ
アツーピアデバイスと通信する手段と前記送信電力を分け合うことによって、前記再送信
期間中に前記アップリンク送信を前記サービス提供中のデバイスに再送信するための手段
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をさらに備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ピアツーピアデバイスが前記サービスされるデバイスである、請求項１０に記載の
装置。
【請求項１４】
　前記サービス提供中のデバイスがアクセスポイントであり、前記サービスされるデバイ
スがモバイルデバイスである、請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　下記のコードを備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品：
　　少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中
のデバイスからダウンリンク割当てを受信させるためのコード；
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ダウンリンク割当て中に指定されたリソ
ースを介して、前記ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信さ
れたアップリンク送信を取得させるためのコード；
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記アップリンク送信の１つまたは複数の態
様に少なくとも部分的に基づいて、前記サービスされるデバイスを識別させるためのコー
ド、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、利用可能な送信電力の一部分を使用して、アッ
プリンク再送信タイムスロット中に、ピアツーピア通信をピアツーピアデバイスに送信さ
せるためのコード、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用し
て、前記再送信タイムスロット中に、前記アップリンク送信を前記サービス提供中のデバ
イスに送信させるためのコード。
【請求項１６】
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記サービスさ
れるデバイスの識別情報をインターフェースまたは異種ネットワーク構成要素に提供させ
るためのコードをさらに備える、請求項１５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１７】
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記サービス提
供中のデバイスから前記アップリンク送信のための再送信通知を受信させるためのコード
をさらに備える、請求項１５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１８】
　前記ピアツーピアデバイスが前記サービスされるデバイスと同じデバイスである、請求
項１５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１９】
　前記サービス提供中のデバイスがアクセスポイントであり、前記サービスされるデバイ
スがモバイルデバイスである、請求項１５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２０】
　下記を備える装置：
　ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中のデバイスからダウンリンク割当てを
受信するダウンリンク割当て検出構成要素；
　前記ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信された、前記ダ
ウンリンク割当てに関係するアップリンク送信を受信するアップリンク送信分析構成要素
；
　前記アップリンク送信に少なくとも部分的に基づいて、前記サービスされるデバイスを
識別するデバイス識別構成要素、
　少なくとも部分的に、送信電力を分け合うことによって、再送信期間中にデータをピア
ツーピアデバイスに送信するピアツーピア通信構成要素、および
　前記サービス提供中のデバイスから再送信通知を受信すると、少なくとも部分的に、前
記ピアツーピア通信構成要素と前記送信電力を分け合うことによって、前記再送信期間中
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に前記アップリンク送信を前記サービス提供中のデバイスに再送信するデバイス再送信構
成要素。
【請求項２１】
　前記デバイス識別構成要素が、識別情報を前記サービスされるデバイスのインターフェ
ースまたは他のネットワーク構成要素にさらに送信する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ピアツーピアデバイスが前記サービスされるデバイスである、請求項２０に記載の
装置。
【請求項２３】
　前記サービス提供中のデバイスがアクセスポイントであり、前記サービスされるデバイ
スがモバイルデバイスである、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　下記を備える方法：
　ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイスから送信を受信する
こと；
　利用可能な送信電力の一部分を使用して、周波数スペクトルを介して、前記送信をタイ
ムスロットにおいて関連するアクセスポイントに再送信すること；および、
　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、同じ周波数スペクトルを介して、同
じタイムスロットにおいてピアツーピアデバイスと通信すること。
【請求項２５】
　前記ワイヤレスデバイスに関係する制御チャネルを介して送信された再送信通知を受信
することをさらに備え、前記送信を前記再送信することが、前記再送信通知に少なくとも
部分的に基づいて実行される、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ピアツーピアデバイスが前記ワイヤレスデバイスである、請求項２４に記載の方法
。
【請求項２７】
　下記を備えるワイヤレス通信装置：
　　モバイルデバイスからアップリンク送信を取得し、
　　利用可能な送信電力の一部分を使用して、周波数スペクトルを介して、タイムスロッ
トにおいて前記アップリンク送信を関連するアクセスポイントに再送信し、
　　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、同じ周波数スペクトルを介して、
同じタイムスロットにおいてピアツーピアデバイスにデータを送信するように構成された
少なくとも１つのプロセッサ；および、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリ。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記関連するアクセスポイントから前記モバイル
デバイスのための制御チャネルを介して再送信要求を取得するようにさらに構成された、
請求項２７に記載のワイヤレス通信装置。
【請求項２９】
　前記ピアツーピアデバイスが前記モバイルデバイスである、請求項２７に記載のワイヤ
レス通信装置。
【請求項３０】
　下記を備える装置：
　ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイスから送信を受信する
ための手段；
　利用可能な送信電力の一部分を使用して、周波数スペクトルを介して、前記送信をタイ
ムスロットにおいて関連するサービス提供中のデバイスに再送信するための手段；および
、
　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、同じ周波数スペクトルを介して、同
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じタイムスロットにおいてピアツーピアデバイスと通信するための手段。
【請求項３１】
　前記送信を受信するための前記手段が、前記関連するサービス提供中のデバイスから前
記ワイヤレスデバイスのための制御チャネルを介して再送信通知をさらに受信する、請求
項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記ピアツーピアデバイスが前記ワイヤレスデバイスである、請求項３０に記載の装置
。
【請求項３３】
　下記コードを備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品：
　　少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワ
イヤレスデバイスから送信を受信させるためのコード；
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、利用可能な送信電力の一部分を使用して、周
波数スペクトルを介して、前記送信をタイムスロットにおいて関係するアクセスポイント
に再送信させるためのコード；および、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用
して、同じ周波数スペクトルを介して、同じタイムスロットにおいてピアツーピアデバイ
スと通信させるためのコード。
【請求項３４】
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ワイヤレス
デバイスに関係する制御チャネルを介して送信された再送信通知を受信させるためのコー
ドをさらに備え、前記送信を再送信することが、前記再送信通知に少なくとも部分的に基
づいて実行される、請求項３３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３５】
　前記ピアツーピアデバイスが前記ワイヤレスデバイスである、請求項３３に記載のコン
ピュータプログラム製品。
【請求項３６】
　下記を備える装置：
　ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイスから送信を受信する
アップリンク送信分析構成要素；
　利用可能な送信電力の一部分を使用して、周波数スペクトルを介して、前記送信をタイ
ムスロットにおいて関連するサービス提供中のデバイスに再送信するデバイス再送信構成
要素；および、
　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、同じ周波数スペクトルを介して、同
じタイムスロットにおいてピアツーピアデバイスにデータを送信するピアツーピア通信構
成要素。
【請求項３７】
　前記アップリンク送信分析構成要素が、前記関連するサービス提供中のデバイスから前
記ワイヤレスデバイスのための制御チャネルを介して再送信通知をさらに受信する、請求
項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記ピアツーピアデバイスが前記ワイヤレスデバイスである、請求項３６に記載の装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、２００８年７月１１日に出願された「COGNITIVE PEER-TO-PEER COMMUNICATION」と題す
る仮出願第６１／０８０，０７１号の優先権を主張する。
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【０００２】
　以下の説明は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、デバイスを識別すること
、およびデバイスとピアツーピア通信することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、たとえば音声、データなど、様々なタイプの通信コンテン
ツを提供するために広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システムは、使用可能
なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力、．．．）を共有することによって複
数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムとすることができる。
そのような多元接続システムの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割
多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数
分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムなどがある。さらに、これらのシステムは、ｔｈｉ
ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）、
３ＧＰＰ　ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）、ｕｌｔｒａ　ｍｏｂｉ
ｌｅ　ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）などの仕様、および／またはｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　
ｄａｔａ　ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（ＥＶ－ＤＯ）、その１つまたは複数の改訂仕様などのマ
ルチキャリアワイヤレス仕様に準拠することができる。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のモバイルデバイスのための通信を
同時にサポートすることができる。各モバイルデバイスは、順方向リンクおよび逆方向リ
ンク上の伝送を介して１つまたは複数のアクセスポイント（たとえば、基地局）と通信す
ることができる。順方向リンク（またはダウンリンク）はアクセスポイントからモバイル
デバイスへの通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）はモバイルデバイ
スからアクセスポイントへの通信リンクを指す。さらに、モバイルデバイスとアクセスポ
イントの間の通信は、単入力単出力（ＳＩＳＯ）システム、多入力単出力（ＭＩＳＯ）シ
ステム、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムなどを介して確立できる。さらに、ピアツー
ピアワイヤレスネットワーク構成では、モバイルデバイスは他のモバイルデバイスと（お
よび／またはアクセスポイントは他のアクセスポイントと）通信することができる。
【０００５】
　ピアツーピア通信は複数の実装形態を有する。たとえば、セルラーネットワークにおい
て、直接ピアツーピア通信を可能にするためにセルラーネットワーク周波数スペクトル中
のリソースを予約することができる。さらに、ピアツーピア（または他の）デバイスが、
旧来所与の技術のために予約されていた周波数スペクトルの２次ユーザになることによっ
て、そのスペクトルを介して通信することができる、コグニティブ無線（cognitive radi
o）が展開されている。たとえば、所与のエリアにおける周波数変調（ＦＭ）無線は一般
にＦＭ無線のために予約されたスペクトル全体を利用しないので、コグニティブ無線は、
そのエリア中の利用されないリソースを介して通信することができる。この点について、
コグニティブ無線は、スペクトルの１次ユーザ間の通信と干渉すべきではなく、したがっ
て、他のコグニティブ無線と通信しようと試みる前に１次ユーザによって使用中のリソー
スを判断することができる。
【発明の概要】
【０００６】
　以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観ではなく、
すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでもなく、いずれかまたはすべての
態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の導
入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することであ
る。
【０００７】
　１つまたは複数の態様およびその対応する開示に従って、隣接ピアツーピア通信デバイ
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スを識別することと、それらのデバイスとうまく機会を捉えて通信することとを可能にす
ることに関して、様々な態様を説明する。特に、コグニティブなピアツーピアデバイスは
、アクセスポイントまたは他のワイヤレスネットワークエンティティからのダウンリンク
割当てをリッスンし、ダウンリンク割当てを、アクティブ状態のデバイスからアクセスポ
イントまたは他のワイヤレスネットワークエンティティへのアップリンク送信に相関させ
ることに少なくとも部分的に基づいて、他のアクティブ状態のデバイスを識別することが
できる。さらに、コグニティブなピアツーピアデバイスは、送信電力の一部分を利用して
、識別されたデバイスと通信し、送信電力の残りの部分を使用して、（たとえば、以前に
デバイスまたは他の受信したアップリンク送信を識別するために使用される）復号された
アップリンク送信をアクセスポイントに再送信することによって、セルラー周波数スペク
トルを介して、識別されたデバイスと直接通信することができる。この点について、コグ
ニティブなピアツーピアデバイスはさらに、他の隣接デバイスとピアツーピア通信しなが
ら、再送信期間中に中継器として働くことができる。
【０００８】
　関係する態様によれば、ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中のデバイスか
らダウンリンク割当てを受信することと、ダウンリンク割当て中に指定されたリソースを
介して、ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信されたアップ
リンク送信を取得することとを含む方法を提供する。本方法は、アップリンク送信の１つ
または複数の態様に少なくとも部分的に基づいて、サービスされるデバイスを識別するこ
とをさらに含む。
【０００９】
　別の態様はワイヤレス通信装置に関する。本ワイヤレス通信装置は、モバイルデバイス
のためのアクセスポイントによって送信されたリソース割当てを取得し、リソース割当て
中のリソースの一部分を介してモバイルデバイスからアクセスポイントへのアップリンク
送信を受信するように構成された少なくとも１つのプロセッサを含むことができる。少な
くとも１つのプロセッサは、アップリンク送信の１つまたは複数の態様に少なくとも部分
的に基づいてモバイルデバイスを識別するようにさらに構成される。ワイヤレス通信装置
はまた、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリを備える。
【００１０】
　さらに別の態様は、ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中のデバイスからダ
ウンリンク割当てを受信するための手段と、ワイヤレスネットワークにおいてサービスさ
れるデバイスから送信されたダウンリンク割当てに関係するアップリンク送信を受信する
ための手段とを含む装置に関する。本装置は、アップリンク送信に少なくとも部分的に基
づいて、サービスされるデバイスを識別するための手段をさらに含む。
【００１１】
　さらに別の態様は、少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレスネットワークにおい
てサービス提供中のデバイスからダウンリンク割当てを受信させるためのコードを含むコ
ンピュータ可読媒体を有することができるコンピュータプログラム製品に関する。本コン
ピュータ可読媒体はまた、少なくとも１つのコンピュータに、ダウンリンク割当て中に指
定されたリソースを介して、ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスか
ら送信されたアップリンク送信を取得させるためのコードを備えることができる。その上
、本コンピュータ可読媒体は、少なくとも１つのコンピュータに、アップリンク送信の１
つまたは複数の態様に少なくとも部分的に基づいて、サービスされるデバイスを識別させ
るためのコードを備えることができる。
【００１２】
　その上、追加の態様は装置に関する。本装置は、ワイヤレスネットワークにおいてサー
ビス提供中のデバイスからダウンリンク割当てを受信するダウンリンク割当て検出構成要
素と、ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信されたダウンリ
ンク割当てに関係するアップリンク送信を受信するアップリンク送信分析構成要素とを含
むことができる。本装置は、アップリンク送信に少なくとも部分的に基づいて、サービス
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されるデバイスを識別するデバイス識別構成要素をさらに含む。
【００１３】
　他の態様によれば、ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイス
から送信を受信することを含む方法を提供する。本方法は、利用可能な送信電力の一部分
を使用して、その送信をタイムスロットにおいて関係するアクセスポイントに再送信する
ことと、利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、タイムスロットにおいてピアツー
ピアデバイスと通信することとをさらに含む。
【００１４】
　別の態様はワイヤレス通信装置に関する。本ワイヤレス通信装置は、モバイルデバイス
からアップリンク送信を取得し、利用可能な送信電力の一部分を使用して、そのアップリ
ンク送信を関係するアクセスポイントに再送信するように構成された少なくとも１つのプ
ロセッサを含むことができる。少なくとも１つのプロセッサは、利用可能な送信電力の残
りの部分を使用して、ピアツーピアデバイスにデータを送信するようにさらに構成される
。ワイヤレス通信装置はまた、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリを備える
。
【００１５】
　さらに別の態様は、ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイス
から送信を受信するための手段と、利用可能な送信電力の一部分を使用して、その送信を
タイムスロットにおいて関係するサービス提供中のデバイスに再送信するための手段とを
含む装置に関する。本装置は、利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、タイムスロ
ットにおいてピアツーピアデバイスと通信するための手段をさらに含む。
【００１６】
　さらに別の態様は、少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレスネットワークにおい
て通信しているワイヤレスデバイスから送信を受信させるためのコードを含むコンピュー
タ可読媒体を有することができるコンピュータプログラム製品に関する。本コンピュータ
可読媒体はまた、少なくとも１つのコンピュータに、利用可能な送信電力の一部分を使用
して、その送信をタイムスロットにおいて関係するアクセスポイントに再送信させるため
のコードを備えることができる。その上、本コンピュータ可読媒体は、少なくとも１つの
コンピュータに、利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、タイムスロットにおいて
ピアツーピアデバイスと通信させるためのコードを備えることができる。
【００１７】
　その上、追加の態様は装置に関する。本装置は、ワイヤレスネットワークにおいて通信
しているワイヤレスデバイスから送信を受信するアップリンク送信分析構成要素と、利用
可能な送信電力の一部分を使用して、その送信をタイムスロットにおいて関係するサービ
ス提供中のデバイスに再送信するデバイス再送信構成要素とを含むことができる。本装置
は、利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、タイムスロットにおいてピアツーピア
デバイスにデータを送信するピアツーピア通信構成要素をさらに含む。
【００１８】
　上記および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十分に説
明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面に、１
つまたは複数の態様のうちのいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これら
の特徴は、様々な態様の原理を採用することができる様々な方法のほんのいくつかを示す
ものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとす
る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本明細書に記載の様々な態様によるワイヤレス通信システムの図。
【図２】ワイヤレス通信環境内で採用するための例示的な通信装置の図。
【図３】ネットワークデバイスの識別およびコグニティブなピアツーピア通信を実行する
例示的なワイヤレス通信システムの図。
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【図４】コグニティブなピアツーピア通信を可能にする例示的なシステムの図。
【図５】ワイヤレスネットワークにおいて隣接デバイスを識別する例示的な方法の図。
【図６】ワイヤレスネットワークにおいてコグニティブなピアツーピア通信を提供する例
示的な方法の図。
【図７】隣接ワイヤレスネットワークデバイスを識別する例示的なワイヤレスネットワー
クデバイスの図。
【図８】本明細書に記載の様々なシステムおよび方法とともに使用できる例示的なワイヤ
レスネットワーク環境の図。
【図９】ワイヤレスネットワークにおいてデバイスからの送信に基づいてデバイスを識別
する例示的なシステムの図。
【図１０】周波数スペクトルの利用される部分を介してデバイスと通信する例示的なシス
テムの図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　次に、図面を参照しながら様々な態様について説明する。以下の記述では、説明の目的
で、１つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために多数の具体的な詳細を記載する。
ただし、そのような（１つまたは複数の）態様は、これらの具体的な詳細なしに実施でき
ることは明らかであろう。
【００２１】
　本出願で使用する「構成要素」、「モジュール」、「システム」などの用語は、限定は
しないが、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合せ、ソフ
トウェア、または実行中のソフトウェアなど、コンピュータ関連のエンティティを含むも
のとする。たとえば、構成要素は、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセッサ、オ
ブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プログラム、および／またはコンピュー
タとすることができるが、これらに限定されない。例として、コンピューティングデバイ
ス上で実行されるアプリケーションと、そのコンピューティングデバイスの両方を構成要
素とすることができる。１つまたは複数の構成要素がプロセスおよび／または実行スレッ
ド内に常駐することができ、１つの構成要素を１つのコンピュータ上に配置し、および／
または２つ以上のコンピュータ間に分散することができる。さらに、これらの構成要素は
、様々なデータ構造を記憶している様々なコンピュータ可読媒体から実行することができ
る。これらの構成要素は、ローカルシステム、分散システム、および／または他のシステ
ムを用いるインターネットなどのネットワーク全体の中の別の構成要素と信号を介して対
話する１つの構成要素からのデータなど、１つまたは複数のデータパケットを有する信号
によるなど、ローカルプロセスおよび／またはリモートプロセスを介して通信することが
できる。
【００２２】
　さらに、本明細書では、有線接続された端末またはワイヤレス端末とすることができる
端末に関する様々な態様について説明する。端末は、システム、デバイス、加入者ユニッ
ト、加入者局、移動局、モバイル、モバイルデバイス、リモート局、リモート端末、アク
セス端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ま
たはユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれることもある。ワイヤレス端末は、セルラー電話、衛星
電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカル
ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘル
ドデバイス、コンピューティングデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された他の処
理デバイスとすることができる。さらに、本明細書では基地局に関する様々な態様につい
て説明する。基地局は、（１つまたは複数の）ワイヤレス端末と通信するために利用でき
、アクセスポイント、ノードＢ、または何らかの他の用語で呼ばれることもある。さらに
、ワイヤレス通信装置は、ワイヤレスネットワークにおいて通信する端末、アクセスポイ
ント、または実質的に任意のデバイスを指すことができる。
【００２３】
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　さらに、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「または」
を意味するものとする。すなわち、別段の規定がない限り、または文脈から明白でない限
り、「ＸはＡまたはＢを使用する」という句は、自然な包括的置換のいずれかを意味する
ものとする。つまり、「ＸはＡまたはＢを使用する」という句は、ＸがＡを使用する場合
、ＸがＢを使用する場合、またはＸがＡとＢの両方を使用する場合のいずれによっても満
たされる。さらに、本出願および添付の特許請求の範囲で使用する冠詞「ａ」および「ａ
ｎ」は、別段の規定がない限り、または単数形を示すことが文脈から明白でない限り、概
して「１つまたは複数」を意味するものと解釈すべきである。
【００２４】
　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡおよび他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムに使用できる。「システム
」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステ
ムは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴ
ＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄ
ｅｂａｎｄ－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。さらに、ｃ
ｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。
ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装することができる。Ｏ
ＦＤＭＡシステムは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ）、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ　などの無
線技術を実装することができる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部
である。３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）は、ダウンリン
ク上ではＯＦＤＭＡを採用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを採用するＥ－ＵＴＲ
Ａを使用するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥお
よびＧＳＭ（登録商標）は、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ
　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と称する組織からの文書に記載されている。さらに、ｃ
ｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
ｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）と称する組織からの文書に記載されている。
さらに、そのようなワイヤレス通信システムは、不対無資格スペクトル、８０２．ｘｘワ
イヤレスＬＡＮ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）および任意の他の短距離または長距離
ワイヤレス通信技法をしばしば使用するピアツーピア（たとえば、モバイルツーモバイル
）アドホックネットワークシステムをさらに含むことができる。
【００２５】
　様々な態様または特徴は、いくつかのデバイス、構成要素、モジュールなどを含むこと
ができるシステムに関して提示される。様々なシステムは、追加のデバイス、構成要素、
モジュールなどを含んでもよく、および／または各図に関連して論じるデバイス、構成要
素、モジュールなどのすべてを含まなくてもよいことを理解および諒解されたい。これら
の手法の組合せを使用することもできる。
【００２６】
　次に図１を参照すると、本明細書で提示する様々な実施形態によるワイヤレス通信シス
テム１００が示されている。システム１００は、複数のアンテナグループを含むことがで
きる基地局１０２を備える。たとえば、１つのアンテナグループはアンテナ１０４および
１０６を含み、別のグループはアンテナ１０８および１１０を備え、さらなるグループは
アンテナ１１２および１１４を含むことができる。アンテナグループごとに２つのアンテ
ナが示されているが、グループごとにより多いまたはより少ないアンテナを利用すること
ができる。基地局１０２は、さらに、送信機チェーンおよび受信機チェーンを含むことが
でき、送信機チェーンおよび受信機チェーンの各々は、当業者なら諒解するように、信号
の送信および受信に関連付けられる複数の構成要素（たとえば、プロセッサ、変調器、マ
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ルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナなど）を備えることができる。
【００２７】
　基地局１０２は、モバイルデバイス１１６およびモバイルデバイス１２２など１つまた
は複数のモバイルデバイスと通信することができるが、基地局１０２は、モバイルデバイ
ス１１６および１２２と同様の実質的にいかなる数のモバイルデバイスとも通信すること
ができることを諒解されたい。モバイルデバイス１１６および１２２は、たとえば、セル
ラー電話、スマートフォン、ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルドコ
ンピューティングデバイス、衛星ラジオ、全地球測位システム、ＰＤＡ、および／または
ワイヤレス通信システム１００を介して通信するための他の適切なデバイスとすることが
できる。図示のように、モバイルデバイス１１６は、アンテナ１１２および１１４と通信
しており、アンテナ１１２および１１４は、順方向リンク１１８を介して情報をモバイル
デバイス１１６に送信し、逆方向リンク１２０を介してモバイルデバイス１１６から情報
を受信する。さらに、モバイルデバイス１２２は、アンテナ１０４および１０６と通信し
ており、アンテナ１０４および１０６は、順方向リンク１２４を介して情報をモバイルデ
バイス１２２に送信し、逆方向リンク１２６を介してモバイルデバイス１２２から情報を
受信する。周波数分割二重（ＦＤＤ）システムでは、たとえば、順方向リンク１１８は、
逆方向リンク１２０によって使用される周波数帯とは異なる周波数帯を利用し、順方向リ
ンク１２４は、逆方向リンク１２６によって使用される周波数帯とは異なる周波数帯を使
用することができる。さらに、時分割二重（ＴＤＤ）システムでは、順方向リンク１１８
および逆方向リンク１２０は共通の周波数帯を利用し、順方向リンク１２４および逆方向
リンク１２６は共通の周波数帯を利用することができる。
【００２８】
　アンテナの各グループおよび／またはそれらが通信するように指定されたエリアを、基
地局１０２のセクタと呼ぶことができる。たとえば、基地局１０２によってカバーされる
エリアのセクタ中のモバイルデバイスに通信するようにアンテナグループを設計すること
ができる。順方向リンク１１８および１２４を介した通信では、基地局１０２の送信アン
テナは、モバイルデバイス１１６および１２２についての順方向リンク１１８および１２
４の信号対雑音比を改善するためにビームフォーミングを利用することができる。さらに
、基地局１０２が、関連するカバレージ中に不規則に散在するモバイルデバイス１１６お
よび１２２に送信するためにビームフォーミングを利用する間は、基地局が単一のアンテ
ナを介してその基地局のすべてのモバイルデバイスに送信する場合と比較して、隣接セル
内のモバイルデバイスは干渉を受けにくい。さらに、モバイルデバイス１１６および１２
２は、ピアツーピアまたはアドホック技術を使用して互いに直接通信することができる（
図示せず）。
【００２９】
　一例によれば、システム１００は多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムとすることが
できる。さらに、システム１００は、ＦＤＤ、ＦＤＭ、ＴＤＤ、ＴＤＭ、ＣＤＭなど、通
信チャネル（たとえば、順方向リンク、逆方向リンク、．．．）を分割する実質的にどん
なタイプの多重化通信技法でも利用することができる。さらに、チャネル上での複数のデ
バイスとの同時通信を可能にするために通信チャネルを直交させ、一例では、この点につ
いてＯＦＤＭを利用することができる。したがって、チャネルは、ある時間区間にわたる
周波数の複数の部分に分割できる。さらに、フレームは、集約された複数の時間区間の集
合にわたる周波数の複数の部分として定義され、したがって、たとえば、フレームはいく
つかのＯＦＤＭシンボルを備えることができる。基地局１０２は、様々なタイプのデータ
に対して作成できるチャネルを介してモバイルデバイス１１６および１２２と通信するこ
とができる。たとえば、チャネルは、様々なタイプの一般的通信データ、制御データ（た
とえば、他のチャネルの品質情報、チャネルを介して受信されたデータに対する肯定応答
インジケータ、干渉情報、基準信号など）などを通信するために作成できる。
【００３０】
　一例では、コグニティブなピアツーピアデバイス１２８をも提供する。コグニティブな
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ピアツーピアデバイス１２８は、モバイルデバイス１１６および／または他のデバイス（
図示せず）と通信する別のモバイルデバイス、アクセスポイント、他のデバイスなどとす
ることができる。一例では、たとえば、コグニティブなピアツーピアデバイス１２８は、
基地局１０２に関連して、またはその代替として通信サービスを提供する、家庭または企
業において独立して電力供給されるデバイスとすることができる。さらに、コグニティブ
なピアツーピアデバイス１２８は隣接デバイスを識別することができる。一例では、コグ
ニティブなピアツーピアデバイス１２８は、基地局１０２からモバイルデバイス１１６お
よび１２２へのダウンリンク割当てを受信あるいはリッスンすることができる。コグニテ
ィブなピアツーピアデバイス１２８はまた、モバイルデバイス１１６および１２２を（た
とえば、アップリンク送信内の情報に基づいて）識別するために、ダウンリンク割当て中
のリソースを介してモバイルデバイス１１６および１２２からアップリンク送信を受信ま
たはリッスンすることができる。コグニティブなピアツーピアデバイス１２８は地理的に
モバイルデバイス１１６により近いことがある（たとえば、モバイルデバイス１１６がコ
グニティブなピアツーピアデバイス１２８における信号対雑音比（ＳＮＲ）を改善した）
ので、基地局１０２は再送信を必要とすることがあるが、これは、たとえば、初期送信の
ためにモバイルデバイス１１６によって行うことができる。
【００３１】
　別の例によれば、モバイルデバイス１１６は、再送信方式（ハイブリッド自動再送／要
求（Ｈ－ＡＲＱ）など）を使用して基地局１０２と通信することができる。この例では、
コグニティブなピアツーピアデバイス１２８は、説明したように、モバイルデバイス１１
６を識別するため、および／または後続の送信を受信するために、モバイルデバイス１１
６から基地局１０２へのアップリンク送信を受信することができる。再送信が必要とされ
る（たとえば、基地局１０２が送信を適切に受信しなかったことを基地局１０２が示す）
場合、モバイルデバイス１１６は基地局１０２に再送信することができる。さらに、コグ
ニティブなピアツーピアデバイス１２８はまた、モバイルデバイス１１６に代わって再送
信し、モバイルデバイス１１６からの信号を増幅する中継器として働くことができる。一
例では、コグニティブなピアツーピアデバイス１２８は、基地局に再送信するために利用
可能な送信電力の一部分を利用することができる。この例では、コグニティブなピアツー
ピアデバイス１２８はまた、モバイルデバイス１１６または別のピアツーピアデバイス（
図示せず）とのピアツーピア通信を実行するために利用可能な送信電力の残りの部分を利
用することができる。したがって、コグニティブなピアツーピアデバイス１２８からのピ
アツーピア通信は、基地局１０２とモバイルデバイス１１６との通信と干渉することがあ
るが、説明したように、コグニティブなピアツーピアデバイス１２８は、モバイルデバイ
ス１１６再送信信号を基地局１０２にさらに電力増幅することによって干渉を緩和するこ
とができる。
【００３２】
　さらに、図示しないが、コグニティブなピアツーピアデバイス１２８は、基地局１０２
からのダウンリンク送信／再送信のために同様の機能を提供することができる。その上、
コグニティブなピアツーピアデバイス１２８は、同様の機能を提供する既存のピアツーピ
ア通信のために採用でき、実際、コグニティブなピアツーピアデバイス１２８は、実質的
に任意のワイヤレスネットワーク構成において、デバイスを識別し、再送信中にコグニテ
ィブ送信を行うことができる。デバイスが識別されると、コグニティブなピアツーピアデ
バイス１２８は、一例では、識別情報をインターフェースまたは異種ネットワーク構成要
素に提供することができる。
【００３３】
　図２を参照すると、ワイヤレス通信環境内で使用するための通信装置２００が示されて
いる。通信装置２００は、ワイヤレスネットワーク中の、モバイルデバイス、アクセスポ
イント、その一部分、モバイルデバイス、アクセスポイントなどの中に存在することがで
きるコグニティブ無線、または実質的に任意の通信装置とすることができる。通信装置２
００は、アクセスポイント（図示せず）とモバイルデバイス（図示せず）または実質的に
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任意の通信デバイスとの間で送信できるダウンリンク割当てを受信することができるダウ
ンリンク割当て検出構成要素２０２と、ダウンリンク割当て中のリソースを介してアップ
リンク送信を取得および評価することができるアップリンク送信分析構成要素２０４と、
アップリンク送信に少なくとも部分的に基づいてデバイス識別情報を判断することができ
るデバイス識別構成要素２０６とを含む。
【００３４】
　一例によれば、ダウンリンク割当て検出構成要素２０２は、セルラーネットワーク帯域
など、１つまたは複数の１次ユーザによって利用される周波数帯域を監視することができ
る。ダウンリンク割当て検出構成要素２０２は、たとえば、その帯域を介して、１つのデ
バイス（たとえば、サービス提供中のデバイス）によって別のデバイス（たとえば、サー
ビスされるデバイス）にリソースを許可するために送信できるダウンリンク割当てを受信
することができる。ダウンリンク割当て検出構成要素２０２は、許可されたリソースを判
断するためにダウンリンク割当てを復号することができる。その後、アップリンク送信分
析構成要素２０４は、ダウンリンク割当て中の許可されたリソースを介してアップリンク
送信を受信し、デバイスに関する情報を判断するためにアップリンク送信を評価すること
ができる。さらに、デバイス識別構成要素２０６は、アップリンク送信のうちの１つまた
は複数の中の識別子に基づいてデバイスの識別情報を見分けることができる。
【００３５】
　別の例では、デバイス識別構成要素２０６は、ホッピングパターン、スクランブリング
・コードなど、アップリンク送信の１つまたは複数の態様に基づいてデバイスを識別する
ことができる。いずれの場合も、デバイスが識別されると、通信装置２００は、デバイス
の識別情報に基づいて、デバイスのロケーションをデバイス識別子に関連付ける、デバイ
スと通信する、デバイスに代わっておよび／またはデバイスに関連してアップリンク送信
のうちの１つまたは複数を再送信する際の中継器として働くなど、他の機能を実行するこ
とができる。一例では、デバイス識別構成要素２０６は、デバイス識別情報をインターフ
ェースまたは他のネットワーク構成要素（たとえば、異種通信装置、上流構成要素、モバ
イルデバイス、アクセスポイントなど）に送信することができる。
【００３６】
　次に図３を参照すると、ワイヤレスネットワーク中のデバイスを識別し、識別されたデ
バイスとピアツーピア通信することを可能にするワイヤレス通信システム３００が示され
ている。コグニティブ無線３０２は、モバイルデバイス、アクセスポイントなどの内部に
存在する、ワイヤレスネットワーク中の独立したデバイス（たとえば、家庭またはオフィ
スにおいて電力供給された端末）とすることができる。ワイヤレスデバイス３０４および
３０６は、（独立に電力供給されるデバイスだけでなく、たとえば、モデムをも含む）モ
バイルデバイス、基地局、および／またはその一部、あるいは実質的に任意のワイヤレス
デバイスとすることができる。アクセスポイント３０８は、基地局、フェムトセルアクセ
スポイント、ピコセルアクセスポイント、中継ノードなどとすることができる。その上、
システム３００は、ＭＩＭＯシステムとすることができ、および／または１つまたは複数
のワイヤレスネットワークシステム仕様（たとえば、ＥＶ－ＤＯ、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２
、３ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸなど）に準拠することができ、コグニティブ無線３０２
、ワイヤレスデバイス３０４および３０６、および／またはアクセスポイント３０８の間
の通信を可能にする追加の構成要素を備えることができる。
【００３７】
　コグニティブ無線３０２は、デバイスに関係する１つまたは複数のダウンリンク割当て
を受信するダウンリンク割当て検出構成要素と、ダウンリンク割当てに関係するリソース
を介してデバイスから送信をリッスンおよび受信するアップリンク送信分析構成要素２０
４と、アップリンク送信に少なくとも部分的に基づいてデバイスを識別することができる
デバイス識別構成要素２０６と、中継機能を提供するためにサービス提供中のデバイスに
アップリンク送信を再送信するデバイス再送信構成要素と、データを１つまたは複数の追
加のデバイスに送信し、そのようなデバイスからデータを受信するピアツーピア通信構成
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要素とを含むことができる。さらに、ワイヤレスデバイス３０４および３０６は、互いに
および／またはコグニティブ無線３０２などの他のピアツーピアデバイスとの間で送信お
よび受信することができるピアツーピア通信構成要素３１４を含むことができる。
【００３８】
　一例によれば、ワイヤレスデバイス３０４は、ワイヤレスネットワークへのアクセスを
受信するためにアクセスポイント３０８と通信することができる。この点について、アク
セスポイント３０８は、ワイヤレスデバイス３０４から通信を受信し、通信をワイヤレス
デバイス３０４に送信することができるリソースを、ワイヤレスデバイス３０４に割り当
てることができる。ダウンリンク割当て検出構成要素２０２は、アップリンク送信がいつ
行われることになっているかを検出するために、アクセスポイント３０８によってワイヤ
レスデバイス３０４に送信されたリソース割当てを受信することができる。その後、説明
したように、アップリンク送信分析構成要素２０４は、割り当てられたリソースを介した
ワイヤレスデバイス３０４からアクセスポイント３０８への送信を取得および復号するこ
とができる。デバイス識別構成要素２０６は、送信、ホッピングまたはスクランブリング
・パターンなどに記憶された識別子など、アップリンク送信の１つまたは複数の態様に少
なくとも部分的に基づいて、ワイヤレスデバイス３０４を識別するパラメータを決定する
ことができる。
【００３９】
　さらに、コグニティブ無線３０２は、デバイスとのピアツーピア通信を実行するために
デバイス識別情報（およびアップリンク送信）を利用することができる。たとえば、デバ
イス再送信構成要素３１０は、アクセスポイント３０８が送信の受信を否定応答する場合
、ワイヤレスデバイス３０４とともにアクセスポイント３０８にアップリンク送信を再送
信するために、コグニティブ無線３０２において一部の送信電力を利用することができる
。残りの送信電力を使用して、ピアツーピア通信構成要素３１２は、ピアツーピア通信を
ワイヤレスデバイス３０４および／またはワイヤレスデバイス３０６に送信することがで
きる。ワイヤレスデバイス３０４および／またはワイヤレスデバイス３０６におけるピア
ツーピア通信構成要素３１４はピアツーピア通信を受信することができる。デバイス再送
信構成要素３１０が、アクセスポイント３０８から再送信要求または通知（たとえば、ア
クセスポイント３０８とワイヤレスデバイス３０４との間の制御チャネルを介して受信し
たＡＲＱ否定応答など）をさらに受信するアップリンク送信構成要素２０４または他の構
成要素に基づいて、再送信タイムスロットにおいてアップリンク送信を再送信する旨を決
定することができることを諒解されたい。
【００４０】
　さらに、ワイヤレスデバイス３０４および／またはワイヤレスデバイス３０６のピアツ
ーピア通信構成要素３１４は、たとえば、デバイス再送信構成要素３１０もワイヤレスデ
バイス３０４および／または３０６のためにアクセスポイント３０８に再送信しているこ
とを知っている場合、アクセスポイント３０８への再送信とともに一部の電力において送
信することができるように、同様の点についてピアツーピアデータをコグニティブ無線３
０２に送信することができる。その上、別の例では、ワイヤレスデバイス３０４および／
または３０６は、送信された識別信号に基づいてコグニティブ無線３０２を検出すること
ができる。この例では、ワイヤレスデバイス３０４および／または３０６は、たとえばそ
の（１つまたは複数の）リソース割当てと同様に、その存在をコグニティブ無線３０２に
示すことができる。同様に、アップリンク送信分析構成要素２０４はアップリンク送信を
受信することができ、デバイス再送信構成要素３１０はアップリンク送信を再送信する際
に中継器として働くことができ、前述のように、ピアツーピア通信構成要素３１２はワイ
ヤレスデバイス３０４および／または３０６との間のピアツーピア通信を送信および／ま
たは受信する。
【００４１】
　また、一例では、コグニティブ無線３０２がワイヤレスデバイス３０４および／または
３０６に十分に近接している場合、アップリンク送信分析構成要素２０４は、送信が完了
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要素３１０は、ワイヤレスデバイス３０４がその送信を完了するまで、アクセスポイント
３０８にメッセージを直接送信することによって、元の送信をさらに電力増幅することが
できる。さらに、ワイヤレスデバイス３０４および／または３０６が、たとえば、上述の
ように、デバイス検出および／またはピアツーピア送信を可能にし、その結果、他の信号
の再送信と分離するようなコグニティブ無線３０２の構成要素を含むことができることを
諒解されたい。
【００４２】
　説明したように、コグニティブ無線３０２は、ワイヤレスデバイス３０４および／また
は３０６とアクセスポイント３０８との間の通信と干渉することがあるが、送信電力の一
部分を使用して中継器として働くことによって干渉を埋め合わせる。一例では、ワイヤレ
スデバイス３０４およびアクセスポイント３０８は、周波数スペクトルを介した１次コミ
ュニケータとすることができる。この点について、コグニティブ無線３０２ならびにワイ
ヤレスデバイス３０４および／または３０６は、周波数スペクトルを介して通信するため
に２次とすることができる。デバイス再送信構成要素３１０およびピアツーピア通信構成
要素３１２は、一例では、電力の一部分を使用して再送信を送信し、残りの部分を使用し
てピアツーピア通信を送信するために、線形重畳符号化ストラテジを利用することができ
る。
【００４３】
　図４を参照すると、ワイヤレスネットワークにおいてコグニティブなピアツーピア通信
を可能にする例示的なシステム４００が示されている。信号４１０によって示されるよう
に、１次受信機４０４と通信する１次無線４０２が示されている。さらに、信号４１２に
よって示されるように、２次受信機４０８と通信するコグニティブ無線４０６が与えられ
る。説明したように、コグニティブ無線４０６の送信は、干渉４１４によって示されるよ
うに、１次受信機４０４において受信した送信（たとえば、１次無線４０２からの送信）
と干渉する可能性がある。さらに、２次受信機４０８は、干渉４１６によって示されるよ
うに、１次無線４０２から干渉を受ける可能性がある。４１４および／または４１６にお
けるこの干渉を緩和するために、説明したように、コグニティブ無線４０６は、１次無線
４０２からの送信を１次受信機４０４に中継しながら、２次受信機４０８に送信すること
ができる。そのような中継を可能にするために、説明したように、コグニティブ無線４０
６は、１次受信機４０４からのダウンリンクリソース割当てを検出し、１次無線４０２に
よってリソース割当てを介して１次受信機４０４に送信されたアップリンク送信を評価す
ることによって、１次無線４０２を識別することができる。さらに、説明したように、１
次無線４０２と２次受信機４０８とは同じデバイスとすることができることを諒解された
い。
【００４４】
　一例によれば、ピアツーピア通信を送信するため、および／またはコグニティブ無線４
０６において１次無線４０２からの信号を中継するために利用される電力を計算すること
ができる。１次受信機４０４および２次受信機４０８には、多重送信によって生じた付加
雑音が存在する可能性がある。１次受信機４０４では、これはｎ個のシンボル時間のため
のベクトル
【数１】

【００４５】
として示すことができ、式中、
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【数２】

【００４６】
は１次受信機４０４における付加雑音レベルを示す。同様に、２次受信機４０８における
付加雑音はベクトル

【数３】

【００４７】
として示される。付加雑音は、いずれの場合においても、一例では、ｎ個のシンボル時間
にわたって独立にかつ均等に分布すると仮定することができる。さらに、１次無線４０２
は、１次受信機４０４を対象とするメッセージ

【数４】

【００４８】
を有することができ、式中、Ｒpは１次無線４０２が送信しているレートである。コグニ
ティブ無線４０６は、さらに中継器として働くときに、メッセージｍpならびに２次受信
機４０８を対象とするメッセージ
【数５】

【００４９】
を有することができる（式中、Ｒcはコグニティブ無線４０６が送信しているレートであ
る）。１次無線４０２およびコグニティブ無線４０６によって送信される信号は、それぞ
れ信号ベクトル
【数６】

【００５０】
および

【数７】

【００５１】
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として示すことができる。
【００５２】
　信号によって送信される平均電力は、それぞれ
【数８】

【００５３】
および
【数９】

【００５４】
とした場合、次式のように制約することができる。
【数１０】

【００５５】
さらに、１次受信機４０４および２次受信機４０８において受信した信号のＳＮＲは、そ
れぞれ
【数１１】

【００５６】
および
【数１２】

【００５７】
として表すことができ、式中、ｐは信号４１０の品質、ｃは信号４１２の品質、Ｎpは信
号４１０の雑音分散、およびＮcは信号４１２の雑音分散である。その上、１次受信機に
おいて受信される干渉４１４は、ｆが干渉４１４の品質である場合、

【数１３】
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【００５８】
と示すことができ、２次受信機４０８における干渉４１６は、ｇが干渉４１６の品質であ
る場合、
【数１４】

【００５９】
と示すことができる。
【００６０】
　この点について、ピアツーピア信号を送信するために１次無線４０２および別の部分か
らのアップリンク送信を中継するための送信電力の一部分を使用する機能を指して言う、
コグニティブ無線４０６のための「線形重畳符号化ストラテジ」は、説明したように、次
式のベクトルとして表すことができ、
【数１５】

【００６１】
上式で、
【数１６】

【００６２】
は、コグニティブ受信機のためのメッセージを含む信号ベクトルであり、αは調節可能な
定数である。２次受信機４０８におけるガウス雑音は、電力Ｎs／｜ｃ｜2を有する。さら
に、時間サンプルｍにおける１次受信機４０４において受信される離散時間ベースバンド
信号は、次式のように表すことができ、
【数１７】

【００６３】
上式で、

【数１８】
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【００６４】
は総合雑音であり、ｌcは、コグニティブ無線４０６がそれ自体の信号を送信する前に、
１次無線４０２からコードワードをリッスンし、復号する間に発生した遅延を表す。この
式は、本質的に、１次送信信号４１０のための時不変２タップシンボル間干渉（ＩＳＩ）
チャネルを記述しており、したがって、（１次システムが直接シーケンススペクトラム拡
散を使用する場合）レイキ受信機、またはＯＦＤＭなどの送信受信アーキテクチャを利用
して、２倍のダイバーシティ利得と１次受信機４０４における電力利得
【数１９】

【００６５】
の両方を抽出することができる。α∈［０，１］を仮定すれば、そのような方式を使用し
て１次無線４０２およびコグニティブ無線４０６によって達成可能なレートを次式によっ
て与えることができる。

【数２０】

【００６６】
　したがって、１次受信機４０４への干渉の発生を回避するために、以下の式を満たす必
要がある。
【数２１】

【００６７】
コグニティブ無線４０６がパラメータαを次式
【数２２】

【００６８】
のように調整する場合、この条件が満たされ、したがって



(20) JP 5345686 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

【数２３】

【００６９】
となる。上式は、１次システムが高いＳＮＲで動作している場合、コグニティブ無線４０
６は１次システムと干渉すべきでない（たとえば、αは１に近くなければならない）こと
を確証する。
【００７０】
　上式に従って、最適なαを設計するために、コグニティブ無線４０６は、１次受信機４
０４における１次送信の受信ＳＮＲ、｜Ｐ｜2Ｐp／Ｎpを知る必要がある。１次システム
が加法性白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ）チャネル符号を達成する容量を使用し、かつコグニ
ティブ無線４０６が（たとえば、構成、仕様などを通して）これを知っている場合、コグ
ニティブ無線４０６は、１次ユーザが通信しているレートＲpを知っているので、この受
信ＳＮＲの推定値を計算することができる。この推定値は、単に

【数２４】

【００７１】
によって与えることができる。したがって、説明したことの直接の利益は、１次受信機４
０４がパラメータｆおよびｐをフィードバックする必要がなく、一例では、コグニティブ
無線が完全に自律的に実行することができることである。
【００７２】
　コグニティブ無線４０６が｜ｆ｜に関する情報を有せず、場合によっては、｜Ｐ｜2Ｐp

／Ｎpを取得することができない場合、コグニティブ無線４０６は、その電力Ｐcを０から
ゆっくりランプアップし、同時に１次受信機４０４からのＡＲＱ制御信号をリッスンしな
がらαを１から低下させることによって、１次スペクトルに入ることができる。この信号
が検出されると、一例では、１次受信機４０４が送信ＡＲＱを停止するまで、コグニティ
ブ無線４０６は、Ｐcをわずかに低下させるか、またはαを増加させることができる。
【００７３】
　図５～図６を参照すると、ワイヤレスネットワークデバイスを識別し、そのデバイスと
のコグニティブなピアツーピア通信を実行することに関係する方法が示されている。説明
を簡潔にする目的で、方法を一連の動作として図示し説明するが、いくつかの動作は、１
つまたは複数の態様によれば、本明細書で図示し説明する順序とは異なる順序で、および
／または他の動作と同時並行に実行され得るので、方法は動作の順序によって限定されな
いことを理解し、諒解されたい。たとえば、方法は、状態図など、一連の相互に関連する
状態または事象として代替的に表現できることを当業者ならば理解し、諒解するであろう
。さらに、１つまたは複数の態様による方法を実装するために、図示のすべての動作が必
要とされるわけではない。
【００７４】
　図５を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいて隣接デバイスを識別することを可
能にする例示的な方法５００が示されている。５０２において、アクセスポイントからダ
ウンリンク割当てを受信する。説明したように、この割当ては、関連するモバイルデバイ
スへの送信において無線で取得できる。ダウンリンク割当ては、モバイルデバイスがアク
セスポイントと通信するために利用することができるリソースのセットを備えることがで
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きる。５０４において、割当て中に指定されたリソースを介してモバイルデバイスから送
信されたアップリンク送信を取得する。これはワイヤレスネットワーク構成における信号
とすることができる。５０６において、アップリンク送信の１つまたは複数の態様に少な
くとも部分的に基づいてモバイルデバイスを識別する。したがって、たとえば、信号を復
号し、送信中に含まれる識別子を判断する。別の例では、説明したように、モバイルデバ
イスを識別するために、信号のホッピングまたはスクランブリングのパターンなど、他の
態様を利用することができる。
【００７５】
　図６を参照すると、占有周波数スペクトルにおいてコグニティブなピアツーピア通信を
可能にする例示的な方法６００が示されている。６０２において、モバイルデバイスから
送信を受信する。たとえば、関連するアクセスポイントによってモバイルデバイスに許可
されたリソースから送信を取得する。さらに、モバイルデバイスは、アクセスポイントに
おいて適切に受信されなかった送信を再送信することができるように、Ｈ－ＡＲＱなどの
再送信技術を使用してアクセスポイントと通信する。６０４において、利用可能な電力の
一部分を使用して、モバイルデバイスから受信した送信を要求元アクセスポイントに再送
信する。再送信は、説明したように、モバイルデバイスからの再送信と同時並行に行い、
モバイルデバイスからの信号を電力増幅することができる。この点について、アクセスポ
イントから否定応答インジケータを受信している可能性がある。６０６において、利用可
能な電力の残りの部分を使用してピアツーピアデバイスに送信する。したがって、モバイ
ルデバイスとアクセスポイントとの通信が干渉されるが、干渉は、モバイルデバイスから
の送信を中継することによって緩和される。一例では、説明したように、ピアツーピアデ
バイスはモバイルデバイスとすることができる。
【００７６】
　本明細書で説明する１つまたは複数の態様によれば、ワイヤレスデバイスへのアップリ
ンク送信を相関させること、再送信および／またはピアツーピア通信する際に利用する電
力を決定することなどに関して、推論を行うことができることを諒解されたい。本明細書
で使用する「推論する」または「推論」という用語は、概して、事象および／またはデー
タを介して捕捉された観察の集合から、システム、環境、および／またはユーザの状態に
ついて推理する、またはその状態を推論するプロセスを指す。推論は、特定のコンテキス
トまたは動作を識別するために使用でき、あるいは、たとえば、状態の確率分布を生成す
ることができる。推論は、確率的、すなわち、データおよび事象の考察に基づく当該の状
態の確率分布の計算とすることができる。推論は、事象および／またはデータの集合から
より高いレベルの事象を構成するために採用される技法を指すこともある。そのような推
論から、事象が時間的に密接な近さで相関するか否かにかかわらず、および事象およびデ
ータが１つまたは複数の事象およびデータの発生源に由来するかどうかにかかわらず、観
測された事象および／または記憶された事象データの集合から新しい事象または動作が構
成される。
【００７７】
　図７は、ワイヤレスネットワークにおいて他のデバイスを識別することを可能にするワ
イヤレスネットワークデバイス７００の図である。ワイヤレスネットワークデバイス７０
０は、ワイヤレス周波数スペクトルを介して通信するコグニティブ無線、モバイルデバイ
ス、固定通信デバイス、アクセスポイント、および／または実質的に任意のデバイスとす
ることができる。ワイヤレスネットワークデバイス７００は、たとえば、受信アンテナ（
図示せず）から１つまたは複数のキャリア上で１つまたは複数の信号を受信し、受信信号
に対して典型的な動作（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバートなど）を実行
し、調整された信号をデジタル化してサンプルを取得する受信機７０２を備える。受信機
７０２は、受信されたシンボルを復調し、チャネル推定のためにプロセッサ７０６に供給
する復調器７０４を備えることができる。プロセッサ７０６は、受信機７０２によって受
信された情報の分析および／または送信機７１８による送信のための情報の生成に専用の
プロセッサ、ワイヤレスネットワークデバイス７００の１つまたは複数の構成要素を制御
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するプロセッサ、および／または受信機７０２によって受信された情報の分析、送信機７
１８による送信のための情報の生成、ならびにワイヤレスネットワークデバイス７００の
１つまたは複数の構成要素の制御の両方を行うプロセッサとすることができる。
【００７８】
　ワイヤレスネットワークデバイス７００は、さらに、メモリ７０８を備えることができ
、メモリ７０８は、プロセッサ７０６に動作可能に結合され、送信すべきデータ、受信さ
れたデータ、使用可能なチャネルに関係する情報、分析された信号および／または干渉強
度に関連するデータ、割り当てられたチャネル、電力、レートなどに関係する情報、なら
びにチャネルを推定し、そのチャネルを介して通信するための他の適切な情報を記憶する
ことができる。メモリ７０８は、（たとえば、パフォーマンスベース、容量ベースなどの
）チャネルの推定および／または利用に関連するプロトコルおよび／またはアルゴリズム
をさらに記憶することができる。
【００７９】
　本明細書で説明するデータストア（たとえば、メモリ７０８）は、揮発性メモリまたは
不揮発性メモリのいずれかとすることができ、あるいは揮発性メモリと不揮発性メモリの
両方を含むことができることを諒解されたい。限定ではなく例として、不揮発性メモリは
、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電気的プログラマ
ブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、またはフラッシ
ュメモリを含むことができる。揮発性メモリは、外部キャッシュメモリとして動作するラ
ンダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含むことができる。限定ではなく例として、ＲＡＭは
、同期ＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡ
Ｍ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、拡張ＳＤＲＡＭ（ＥＳＤ
ＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、およびダイレクトランバスＲＡＭ（
ＤＲＲＡＭ）など、多くの形態が利用可能である。主題のシステムおよび方法のメモリ７
０８は、これらおよび他の適切なタイプのメモリを、これらに限定されることなく、備え
るものとする。
【００８０】
　プロセッサ７０６は、説明したように、さらに、異種ワイヤレスネットワークデバイス
（図示せず）を対象とするリソース割当てを受信することができる割当て検出構成要素７
１０、対応する異種ワイヤレスネットワークデバイスを判断するために、リソースを介し
てアクセスポイントに送信されたメッセージを評価することができる送信分析構成要素７
１２、およびリソースを介した送信の１つまたは複数の態様に少なくとも部分的に基づい
て異種ワイヤレスネットワークデバイスを識別することができるデバイス識別構成要素７
１４に動作可能に結合することができる。さらに、ワイヤレスネットワークデバイス７０
０は、送信機７１８において利用可能な電力の一部分を使用して異種ワイヤレスネットワ
ークデバイスまたは別のピアツーピアデバイス（図示せず）とピアツーピア通信すること
ができる。同時に、説明したように、中継器として働く異種ワイヤレスネットワークデバ
イスに関連して、アクセスポイントが再送信を所望した場合、送信機７１８は、評価され
たメッセージを再送信することができる。プロセッサ７０６とは別個のものとして図示さ
れているが、復調器７０４、割当て検出構成要素７１０、送信分析構成要素７１２、デバ
イス識別構成要素７１４、および／または変調器７１６は、プロセッサ７０６または複数
のプロセッサ（図示せず）の一部とすることができることを諒解されたい。
【００８１】
　図８に、例示的なワイヤレス通信システム８００を示す。ワイヤレス通信システム８０
０には、簡潔のために、１つの基地局８１０と、１つのモバイルデバイス８５０とを示し
てある。ただし、システム８００は２つ以上の基地局および／または２つ以上のモバイル
デバイスを含むことができ、追加の基地局および／またはモバイルデバイスは、以下で説
明する例示的な基地局８１０およびモバイルデバイス８５０と実質的に同様または異なる
ものとすることができることを諒解されたい。さらに、基地局８１０および／またはモバ
イルデバイス８５０は、それらの間のワイヤレス通信を可能にするために、本明細書で説
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明するシステム（図１～図４および図７）および／または方法（図５～図６）を使用する
ことができることを諒解されたい。
【００８２】
　基地局８１０で、いくつかのデータストリームのトラフィックデータがデータソース８
１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ８１４に供給される。一例によれば、各データス
トリームは、それぞれのアンテナを介して送信できる。ＴＸデータプロセッサ８１４は、
符号化データを与えるために、トラフィックデータストリーム用に選択された特定の符号
化方式に基づいて、そのデータストリームをフォーマット化し、符号化し、インタリーブ
する。
【００８３】
　各データストリームの符号化データは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）技法を使用し
てパイロットデータと多重化できる。追加または代替として、パイロットシンボルは、周
波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）
できる。パイロットデータは、一般に、知られている方法で処理される知られているデー
タパターンであり、チャネル応答を推定するためにモバイルデバイス８５０において使用
できる。各データストリームの多重化されたパイロットおよび符号化データは、そのデー
タストリーム用に選択された特定の変調方式（たとえば、２位相偏移キーイング（ＢＰＳ
Ｋ）、４位相偏移キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移キーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値
直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）など）に基づいて変調（たとえば、シンボルマッピング）し
て、変調シンボルを与えることができる。各データストリームのデータレート、符号化、
および変調は、プロセッサ８３０によって実行または与えられる命令によって判断できる
。
【００８４】
　データストリームの変調シンボルはＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ８２０に供給され、ＴＸ
　ＭＩＭＯプロセッサ８２０は、（たとえば、ＯＦＤＭ用に）変調シンボルをさらに処理
することができる。次いで、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ８２０は、ＮT個の変調シンボル
ストリームをＮT個の送信機（ＴＭＴＲ）８２２ａ～８２２ｔに供給する。様々な態様で
は、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ８２０は、データストリームのシンボルと、シンボルの送
信元のアンテナとにビームフォーミング重みを適用する。
【００８５】
　各送信機８２２は、それぞれのシンボルストリームを受信し、処理して、１つまたは複
数のアナログ信号を与え、さらに、それらのアナログ信号を調整（たとえば、増幅、フィ
ルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介して送信するのに適し
た変調信号を与える。さらに、送信機８２２ａ～８２２ｔからのＮT個の変調信号は、そ
れぞれＮT個のアンテナ８２４ａ～８２４ｔから送信される。
【００８６】
　モバイルデバイス８５０では、送信された変調信号はＮR個のアンテナ８５２ａ～８５
２ｒによって受信され、各アンテナ８５２からの受信信号は、それぞれの受信機（ＲＣＶ
Ｒ）８５４ａ～８５４ｒに供給される。各受信機８５４は、それぞれの信号を調整（たと
えば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号をデジタル化
して、サンプルを与え、さらに、それらのサンプルを処理して、対応する「受信」シンボ
ルストリームを与える。
【００８７】
　ＲＸデータプロセッサ８６０は、特定の受信機処理技法に基づいてＮR個の受信機８５
４からＮR個の受信シンボルストリームを受信し、処理して、ＮT個の「検出」シンボルス
トリームを与えることができる。ＲＸデータプロセッサ８６０は、各検出シンボルストリ
ームを復調し、デインタリーブし、復号して、データストリームのトラフィックデータを
復元することができる。ＲＸデータプロセッサ８６０による処理は、基地局８１０におい
てＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ８２０およびＴＸデータプロセッサ８１４によって実行され
る処理を補足するものである。
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【００８８】
　プロセッサ８７０は、上述のように、どのプリコーディング行列を利用すべきかを周期
的に判断することができる。さらに、プロセッサ８７０は、行列インデックス部分とラン
ク値部分とを備える逆方向リンクメッセージを作成することができる。
【００８９】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する
様々なタイプの情報を備えることができる。逆方向リンクメッセージは、データソース８
３６からいくつかのデータストリームのトラフィックデータをも受信するＴＸデータプロ
セッサ８３８によって処理され、変調器８８０によって変調され、送信機８５４ａ～８５
４ｒによって調整され、基地局８１０に戻される。
【００９０】
　基地局８１０において、モバイルデバイス８５０からの変調信号は、アンテナ８２４に
よって受信され、受信機８２２によって調整され、復調器８４０によって復調され、ＲＸ
データプロセッサ８４２によって処理されて、モバイルデバイス８５０によって送信され
た逆方向リンクメッセージが抽出される。さらに、プロセッサ８３０は、抽出されたメッ
セージを処理して、ビームフォーミング重みを判断するためにどのプリコーディング行列
を使用すべきかを判断することができる。
【００９１】
　プロセッサ８３０および８７０は、それぞれ基地局８１０およびモバイルデバイス８５
０における動作を指示（たとえば、制御、調整、管理など）することができる。それぞれ
のプロセッサ８３０および８７０は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ８
３２および８７２に関連付けできる。プロセッサ８３０および８７０はまた、それぞれ、
アップリンクとダウンリンクとに関して周波数推定値とインパルス応答推定値とを導き出
すために計算を実行することができる。
【００９２】
　本明細書で説明する態様は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウ
ェア、マイクロコード、またはそれらの任意の組合せで実装できることを理解されたい。
ハードウェア実装の場合、処理ユニットは、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）
、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、本
明細書で説明する機能を実行するように設計された他の電子ユニット、またはそれらの組
合せの中で実装できる。
【００９３】
　態様は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアまたはマイクロコード、プログ
ラムコードまたはコードセグメントで実装した場合、記憶構成要素などの機械可読媒体に
記憶できる。コードセグメントは、プロシージャ、関数、サブプログラム、プログラム、
ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェアパッケージ、クラス、または命令、
データ構造もしくはプログラムステートメントの任意の組合せを表すことができる。コー
ドセグメントは、情報、データ、引数、パラメータ、またはメモリ内容をパスおよび／ま
たは受信することによって、別のコードセグメントまたはハードウェア回路に結合できる
。情報、引数、パラメータ、データなどは、メモリ共有、メッセージパッシング、トーク
ンパッシング、ネットワーク送信などを含む、適切な手段を使用してパス、フォワーディ
ング、または送信することができる。
【００９４】
　ソフトウェア実装の場合、本明細書で説明する技法は、本明細書で説明する機能を実行
するモジュール（たとえば、プロシージャ、関数など）を用いて実装できる。ソフトウェ
アコードは、メモリユニットに記憶し、プロセッサによって実行することができる。メモ
リユニットは、プロセッサの内部またはプロセッサの外部に実装でき、その場合、当技術
分野で知られているように様々な手段によってプロセッサに通信可能に結合できる。
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【００９５】
　図９を参照すると、ワイヤレスネットワーク中のデバイスを識別し、周波数スペクトル
の利用される部分を介してそのデバイスとコグニティブに通信することを可能にするシス
テム９００が示されている。たとえば、システム９００は、少なくとも部分的に基地局、
モバイルデバイス、コグニティブ無線、固定デバイスなどの内部に常駐することができる
。システム９００は機能ブロックを含むものとして表されており、その機能ブロックは、
プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によっ
て実装される機能を表す機能ブロックとすることができることを諒解されたい。システム
９００は、連携して動作することができる電気構成要素の論理グルーピング９０２を含む
。たとえば、論理グルーピング９０２は、ワイヤレスネットワーク中のサービス提供中の
デバイスからダウンリンク割当てを受信するための電気構成要素９０４を含むことができ
る。たとえば、サービス提供中のデバイスは、ワイヤレスネットワークの周波数スペクト
ルを介してサービスされるデバイスと通信することを可能にするために、サービスされる
デバイスに割当てを送信することができる。さらに、論理グルーピング９０２は、ワイヤ
レスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信されたダウンリンク割当てに
関係するアップリンク送信を受信するための電気構成要素９０６を含むことができる。こ
の送信は、一例では、割り当てられたリソースを介して送信できる。
【００９６】
　その上、論理グルーピング９０２は、アップリンク送信に少なくとも部分的に基づいて
、サービスされるデバイスを識別するための電気構成要素９０８を含むことができる。説
明したように、デバイスは、送信中の識別子、送信のために利用されるホッピングまたは
スクランブリングパターン、および／または送信の１つまたは複数の追加あるいは代替の
態様によって識別できる。さらに、論理グルーピング９０２は、サービス提供中のデバイ
スから再送信通知を受信すると、再送信期間中にアップリンク送信をサービス提供中のデ
バイスに再送信するための電気構成要素９１０を含むことができる。説明したように、サ
ービス提供中のデバイスとサービスされるデバイスとの間の制御チャネルをリッスンする
ことによって、再送信通知を受信することができる。また、論理グルーピング９０２は、
再送信期間中に送信電力を電気構成要素９１０と分割してピアツーピアデバイスと通信す
るための電気構成要素９１２をさらに含むことができる。したがって、ピアツーピア通信
はサービス提供中のデバイスとサービスされるデバイスとの通信と干渉する可能性がある
が、システム９００は、サービスされるデバイスからの再送信をさらに中継することによ
って干渉を緩和する。さらに、システム９００は、電気構成要素９０４、９０６、９０８
、９１０、および９１２に関連付けられた機能を実行するための命令を保持するメモリ９
１４を含むことができる。メモリ９１４の外部にあるものとして図示されているが、１つ
または複数の電気構成要素９０４、９０６、９０８、９１０、および９１２はメモリ９１
４の内部に存在することができることを理解されたい。
【００９７】
　図１０を参照すると、ワイヤレスネットワークにおいて、利用されるリソースを介して
デバイスとコグニティブに通信するシステム１０００が示されている。たとえば、システ
ム１０００は、少なくとも部分的に基地局、モバイルデバイス、コグニティブ無線、固定
デバイスなどの内部に常駐することができる。システム１０００は機能ブロックを含むも
のとして表されており、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれら
の組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックとす
ることができることを諒解されたい。システム１０００は、連携して動作することができ
る電気構成要素の論理グルーピング１００２を含む。たとえば、論理グルーピング１００
２は、ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイスから送信を受信
するための電気構成要素１００４を含むことができる。さらに、論理グルーピング１００
２は、送信電力の一部分を使用して、その送信をタイムスロットにおいて関連するサービ
ス提供中のデバイスに再送信するための電気構成要素１００６を含むことができる。
【００９８】
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　その上、論理グルーピング１００２は、送信電力の残りの部分を使用して、タイムスロ
ットにおいてピアツーピアデバイスと通信するための電気構成要素１００８を含むことが
できる。したがって、説明したように、ピアツーピア通信からの干渉を緩和するためにワ
イヤレスデバイスからの信号を再送信しながらピアツーピア通信を行うことができる。一
例では、ピアツーピアデバイスとワイヤレスデバイスとは同じデバイスとすることができ
る。さらに、システム１０００は、電気構成要素１００４、１００６、および１００８に
関連付けられた機能を実行するための命令を保持するメモリ１０１０を含むことができる
。メモリ１０１０の外部にあるものとして示されているが、電気構成要素１００４、１０
０６、および１００８の１つまたは複数は、メモリ１０１０の内部に存在することができ
ることを理解されたい。
【００９９】
　本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論理、論理ブロック、モ
ジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ま
たはその他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタロジック、個
別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計された
それらの任意の組合せを用いて実装または実行できる。汎用プロセッサはマイクロプロセ
ッサとすることができるが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コント
ローラ、マイクロコントローラ、または状態機械とすることができる。プロセッサは、コ
ンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ
、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッ
サ、あるいは任意の他のそのような構成として実装することもできる。さらに、少なくと
も１つのプロセッサは、上述のステップおよび／またはアクションの１つまたは複数を実
行するように動作可能な１つまたは複数のモジュールを備えることができる。
【０１００】
　さらに、本明細書で開示した態様に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップ
および／またはアクションは、直接ハードウェアで実施するか、プロセッサによって実行
されるソフトウェアモジュールで実施するか、またはその２つの組合せで実施することが
できる。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、
ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディ
スク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている他の形態の記憶媒体中に常駐する
ことができる。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読むことができ、
記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサに結合できる。代替として、記
憶媒体はプロセッサに一体化することができる。さらに、いくつかの態様では、プロセッ
サおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐することができる。さらに、ＡＳＩＣはユーザ端末
中に常駐することができる。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に
個別構成要素として常駐することができる。さらに、いくつかの態様では、方法またはア
ルゴリズムのステップおよび／またはアクションは、コンピュータプログラム製品に組み
込むことができる、機械可読媒体および／またはコンピュータ可読媒体上のコードおよび
／または命令の１つまたは任意の組合せ、あるいはそのセットとして常駐することができ
る。
【０１０１】
　１つまたは複数の態様では、説明した機能はハードウェア、ソフトウェア、ファームウ
ェア、またはその任意の組合せで実装できる。ソフトウェアで実装する場合、機能は、１
つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶するか、あるいは
コンピュータ可読媒体上で送信することができる。コンピュータ可読媒体は、ある場所か
ら別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュ
ータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスでき
る任意の利用可能な媒体とすることができる。限定ではなく例として、そのようなコンピ
ュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディス
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ク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、または命令もしくは
データ構造の形態の所望のプログラムコードを担持または記憶するために使用でき、コン
ピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができる。また、どんな接
続でもコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケ
ーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤
外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ
、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、
ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は
、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）
は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc
）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（di
sk）およびブルーレイディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁
気的に再生し、ディスク（disc）は、通常、データをレーザで光学的に再生する。上記の
組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【０１０２】
　上記の開示は、例示的な態様および／または実施形態について論じたが、添付の特許請
求の範囲によって定義された記載の態様および／または実施形態の範囲から逸脱すること
なく、様々な変更および改変を本明細書で行うことができることに留意されたい。さらに
、記載の態様および／または実施形態の要素は、単数形で説明または請求されていること
があるが、単数形に限定することが明示的に述べられていない限り、複数形が企図される
。さらに、任意の態様および／または実施形態の全部または一部は、別段の規定がない限
り、任意の他の態様および／または実施形態の全部または一部とともに利用できる。さら
に、「含む（include）」という用語は、発明を実施するための形態または特許請求の範
囲のいずれかで使用される限り、「備える（comprising）」という用語を使用すると請求
項における移行語と解釈されるように「備える（comprising）」と同様に包括的なものと
する。さらに、説明した態様および／または態様の要素が単数形で説明または請求されて
いることがあるが、単数形に限定することが明示的に述べられていない限り、複数形が企
図される。さらに、任意の態様および／または実施形態の全部または一部は、別段の規定
がない限り、任意の他の態様および／または実施形態の全部または一部とともに利用でき
る。
　以下に、本願の出願当初請求項に記載された発明を付記する。
［１］
　下記を備える方法：
　ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中のデバイスからダウンリンク割当てを
受信すること；
　前記ダウンリンク割当て中で指定されたリソースを介して、前記ワイヤレスネットワー
クにおいてサービスされるデバイスから送信されたアップリンク送信を取得すること；お
よび、
　前記アップリンク送信の１つまたは複数の態様に少なくとも部分的に基づいて、前記サ
ービスされるデバイスを識別すること。
［２］
　前記サービスされるデバイスの識別情報をインターフェースまたは異種ネットワーク構
成要素に提供することをさらに備える、上記［１］に記載の方法。
［３］
　前記サービス提供中のデバイスから前記アップリンク送信のための再送信通知を受信す
ることをさらに備える、上記［１］に記載の方法。
［４］
　再送信タイムスロット中に、利用可能な送信電力の一部分を使用して、前記アップリン
ク送信を前記サービス提供中のデバイスに送信することをさらに備える、上記［３］に記
載の方法。
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［５］
　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用してピアツーピア通信をピアツーピアデバ
イスに送信することをさらに備える、上記［４］に記載の方法。
［６］
　前記ピアツーピアデバイスが前記サービスされるデバイスと同じデバイスである、上記
［５］に記載の方法。
［７］
　前記サービス提供中のデバイスがアクセスポイントであり、前記サービスされるデバイ
スがモバイルデバイスである、上記［１］に記載の方法。
［８］
　下記を備えるワイヤレス通信装置：
　　モバイルデバイスのためのアクセスポイントによって送信されたリソース割当てを取
得し、前記リソース割当て中のリソースの一部分を介して前記モバイルデバイスから前記
アクセスポイントへのアップリンク送信を受信し、前記アップリンク送信の１つまたは複
数の態様に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスを識別するように構成さ
れた少なくとも１つのプロセッサ；および、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリ。
［９］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記モバイルデバイスの識別情報をインターフェ
ースまたは異種ネットワーク構成要素に提供するようにさらに構成された、上記［８］に
記載のワイヤレス通信装置。
［１０］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、再送信期間中に前記アップリンク送信を前記アク
セスポイントに再送信するようにさらに構成された、上記［８］に記載のワイヤレス通信
装置。
［１１］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、ピアツーピアデバイスと通信するようにさらに構
成された、上記［１０］に記載のワイヤレス通信装置。
［１２］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、少なくとも部分的に、前記アップリンク送信の再
送信と送信電力を分割することによって、前記再送信期間中に前記ピアツーピアデバイス
と通信する、上記［１１］に記載のワイヤレス通信装置。
［１３］
　前記ピアツーピアデバイスが前記モバイルデバイスである、上記［１１］に記載のワイ
ヤレス通信装置。
［１４］
　下記を備える装置：
　ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中のデバイスからダウンリンク割当てを
受信するための手段；
　前記ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信された、前記ダ
ウンリンク割当てに関係するアップリンク送信を受信するための手段；および、
　前記アップリンク送信に少なくとも部分的に基づいて、前記サービスされるデバイスを
識別するための手段。
［１５］
　前記サービスされるデバイスを識別するための前記手段が、前記サービスされるデバイ
スの識別情報をインターフェースまたは他のネットワーク構成要素にさらに送信する、上
記［１４］に記載の装置。
［１６］
　前記サービス提供中のデバイスから再送信通知を受信すると、再送信期間中に前記アッ
プリンク送信を前記サービス提供中のデバイスに再送信するための手段をさらに備える、
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上記［１４］に記載の装置。
［１７］
　少なくとも部分的に、前記アップリンク送信を再送信するための前記手段と送信電力を
分割することによって、前記再送信期間中にピアツーピアデバイスと通信するための手段
をさらに備える、上記［１６］に記載の装置。
［１８］
　前記ピアツーピアデバイスが前記サービスされるデバイスである、上記［１７］に記載
の装置。
［１９］
　前記サービス提供中のデバイスがアクセスポイントであり、前記サービスされるデバイ
スがモバイルデバイスである、上記［１４］に記載の装置。
［２０］
　下記のコードを備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品：
　　少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中
のデバイスからダウンリンク割当てを受信させるためのコード；
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ダウンリンク割当て中に指定されたリソ
ースを介して、前記ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信さ
れたアップリンク送信を取得させるためのコード；および、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記アップリンク送信の１つまたは複数の態
様に少なくとも部分的に基づいて、前記サービスされるデバイスを識別させるためのコー
ド。
［２１］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記サービスさ
れるデバイスの識別情報をインターフェースまたは異種ネットワーク構成要素に提供させ
るためのコードをさらに備える、上記［２０］に記載のコンピュータプログラム製品。
［２２］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記サービス提
供中のデバイスから前記アップリンク送信のための再送信通知を受信させるためのコード
をさらに備える、上記［２０］に記載のコンピュータプログラム製品。
［２３］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、利用可能な送信
電力の一部分を使用して、再送信タイムスロット中に前記アップリンク送信を前記サービ
ス提供中のデバイスに送信させるためのコードをさらに備える、上記［２２］に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［２４］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記利用可能な
送信電力の残りの部分を使用して、ピアツーピア通信をピアツーピアデバイスに送信させ
るためのコードをさらに備える、上記［２３］に記載のコンピュータプログラム製品。
［２５］
　前記ピアツーピアデバイスが前記サービスされるデバイスと同じデバイスである、上記
［２４］に記載のコンピュータプログラム製品。
［２６］
　前記サービス提供中のデバイスがアクセスポイントであり、前記サービスされるデバイ
スがモバイルデバイスである、上記［２０］に記載のコンピュータプログラム製品。
［２７］
　下記を備える装置：
　ワイヤレスネットワークにおいてサービス提供中のデバイスからダウンリンク割当てを
受信するダウンリンク割当て検出構成要素；
　前記ワイヤレスネットワークにおいてサービスされるデバイスから送信された、前記ダ
ウンリンク割当てに関係するアップリンク送信を受信するアップリンク送信分析構成要素
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；および、
　前記アップリンク送信に少なくとも部分的に基づいて、前記サービスされるデバイスを
識別するデバイス識別構成要素。
［２８］
　前記デバイス識別構成要素が、識別情報を前記サービスされるデバイスのインターフェ
ースまたは他のネットワーク構成要素にさらに送信する、上記［２７］に記載の装置。
［２９］
　前記サービス提供中のデバイスから再送信通知を受信すると、再送信期間中に前記アッ
プリンク送信を前記サービス提供中のデバイスに再送信するデバイス再送信構成要素をさ
らに備える、上記［２７］に記載の装置。
［３０］
　少なくとも部分的に、前記デバイス再送信構成要素と送信電力を分割することによって
、データを前記再送信期間中にピアツーピアデバイスに送信するピアツーピア通信構成要
素をさらに備える、上記［２９］に記載の装置。
［３１］
　前記ピアツーピアデバイスが前記サービスされるデバイスである、上記［３０］に記載
の装置。
［３２］
　前記サービス提供中のデバイスがアクセスポイントであり、前記サービスされるデバイ
スがモバイルデバイスである、上記［２７］に記載の装置。
［３３］
　下記を備える方法：
　ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイスから送信を受信する
こと；
　利用可能な送信電力の一部分を使用して、前記送信をタイムスロットにおいて関連する
アクセスポイントに再送信すること；および、
　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、前記タイムスロットにおいてピアツ
ーピアデバイスと通信すること。
［３４］
　前記ワイヤレスデバイスに関係する制御チャネルを介して送信された再送信通知を受信
することをさらに備え、前記送信を前記再送信することが、前記再送信通知に少なくとも
部分的に基づいて実行される、上記［３３］に記載の方法。
［３５］
　前記ピアツーピアデバイスが前記ワイヤレスデバイスである、上記［３３］に記載の方
法。
［３６］
　下記を備えるワイヤレス通信装置：
　　モバイルデバイスからアップリンク送信を取得し、利用可能な送信電力の一部分を使
用して、前記アップリンク送信を関連するアクセスポイントに再送信し、前記利用可能な
送信電力の残りの部分を使用して、ピアツーピアデバイスにデータを送信するように構成
された少なくとも１つのプロセッサ；および、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリ。
［３７］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記関連するアクセスポイントから前記モバイル
デバイスのための制御チャネルを介して再送信要求を取得するようにさらに構成された、
上記［３６］に記載のワイヤレス通信装置。
［３８］
　前記ピアツーピアデバイスが前記モバイルデバイスである、上記［３６］に記載のワイ
ヤレス通信装置。
［３９］
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　下記を備える装置：
　ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイスから送信を受信する
ための手段；
　利用可能な送信電力の一部分を使用して、前記送信をタイムスロットにおいて関連する
サービス提供中のデバイスに再送信するための手段；および、
　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、前記タイムスロットにおいてピアツ
ーピアデバイスと通信するための手段。
［４０］
　前記送信を受信するための前記手段が、前記関連するサービス提供中のデバイスから前
記ワイヤレスデバイスのための制御チャネルを介して再送信通知をさらに受信する、上記
［３９］に記載の装置。
［４１］
　前記ピアツーピアデバイスが前記ワイヤレスデバイスである、上記［３９］に記載の装
置。
［４２］
　下記コードを備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品：
　　少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワ
イヤレスデバイスから送信を受信させるためのコード；
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、利用可能な送信電力の一部分を使用して、前
記送信をタイムスロットにおいて関係するアクセスポイントに再送信させるためのコード
；および、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用
して、前記タイムスロットにおいてピアツーピアデバイスと通信させるためのコード。
［４３］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ワイヤレス
デバイスに関係する制御チャネルを介して送信された再送信通知を受信させるためのコー
ドをさらに備え、前記送信を再送信することが、前記再送信通知に少なくとも部分的に基
づいて実行される、上記［４２］に記載のコンピュータプログラム製品。
［４４］
　前記ピアツーピアデバイスが前記ワイヤレスデバイスである、上記［４２］に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［４５］
　下記を備える装置：
　ワイヤレスネットワークにおいて通信しているワイヤレスデバイスから送信を受信する
アップリンク送信分析構成要素；
　利用可能な送信電力の一部分使用して、前記送信をタイムスロットにおいて関連するサ
ービス提供中のデバイスに再送信するデバイス再送信構成要素；および、
　前記利用可能な送信電力の残りの部分を使用して、前記タイムスロットにおいてピアツ
ーピアデバイスにデータを送信するピアツーピア通信構成要素。
［４６］
　前記アップリンク送信分析構成要素が、前記関連するサービス提供中のデバイスから前
記ワイヤレスデバイスのための制御チャネルを介して再送信通知をさらに受信する、上記
［４５］に記載の装置。
［４７］
　前記ピアツーピアデバイスが前記ワイヤレスデバイスである、上記［４５］に記載の装
置。
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